
一
般
質
問

一
般
質
問

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
を
打
ち
出
し

た
が
、昨
年
の
町
長
選
挙
の
公
約
「
給

食
費
の
無
料
化
を
目
指
す
」
を
ノ
ボ
リ
に
も

掲
げ
、
広
く
町
民
に
訴
え
た
は
ず
。
12
月
定

例
会
で「
ど
う
実
現
で
き
る
か
検
討
し
た
い
」

と
の
答
弁
。
提
示
は
値
上
げ
案
と
な
っ
て
い

る
が
、
明
ら
か
に
公
約
違
反
で
は
。

 

町
長  

財
政
状
況
を
見
据
え
、
今
後
検
討
。

前
回
は
各
単
Ｐ
で
説
明
会
を
し
た

が
、
そ
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
不
備
だ
。
公
約
か
ら
す
れ
ば
、

仮
に
２
，０
０
０
万
円
を
値
上
げ
す
る
な
ら
、

今
回
、
敬
老
祝
金
も
１
，
０
０
０
万
円
カ
ッ

ト
、
色
々
な
事
業
も
一
括
交
付
金
で
工
夫
し

て
お
り
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
政
治
判
断
で
こ

の
１
年
間
じ
っ
く
り
考
え
る
目
的
で
２
，
０

０
０
万
円
を
組
み
替
え
、
保
護
者
に
負
担
さ

せ
な
い
方
針
は
出
せ
な
い
か
。

 

町
長  

子
育
て
支
援
、
貧
困
問
題
を
踏
ま
え

て
実
施
の
方
向
で
時
間
を
置
い
て
推
進
し
た

い
。

見
直
し
で
き
な
い
と
。
全
く
公
約
違

反
だ
。
値
上
げ
し
て
か
ら
考
え
る
と

は
常
識
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
。

海
外
移
住
者
指
定
研
修
生
受
入
事
業

の
見
直
し
を
ど
う
具
体
化
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
翻
訳
費
と
は
。
　
　
　
　
　

 

教
育
部
長  

各
市
町
村
の
実
態
調
査
を
し

て
、
そ
れ
を
基
に
町
人
会
や
元
研
修
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
要
望
等
を
確
認

し
て
進
め
る
。
翻
訳
費
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
の
日
本
語
か
ら
英
語
、
英
語
か
ら
日

本
語
へ
の
手
数
料
。

「
西
原
ま
つ
り
」に「『
梅
の
香
り
』う

た
遊
び
大
会
」を
受
入
、町
の
財
産
と

し
て
活
用
の
再
考
の
余
地
は
。

 

総
務
部
長  

他
地
域
の
模
範
と
な
る
地
域
行

事
で
あ
り
、
小
那
覇
区
の
財
産
と
し
て
受
け

継
ぎ
自
治
会
で
継
続
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

東
部
消
防
の
新
庁
舎
建
設
、
西
原
分

署
の
建
て
替
え
は
。

 

総
務
部
長  

現
消
防
庁
舎
が
36
年
、
西
原
分

署
も
30
年
経
過
。早
急
な
建
て
替
え
が
必
要
。

次
年
度
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
十
分
な
議

論
が
さ
れ
、
町
の
財
政
計
画
等
の
整
合
性
を

図
り
対
応
。

平
成
32
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
緊
急
防

災
減
災
債
対
応
予
定
だ
が
、
時
間
が

無
く
間
に
合
う
の
か
。
西
原
に
本
庁
を
造
る

ぐ
ら
い
の
覚
悟
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

 

生
活
環
境
安
全
課
長  

去
年
の
10
月
に
３
町

の
担
当
課
長
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、
検
討

委
の
早
目
の
立
ち
上
げ
を
呼
び
か
け
る
。

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は

諮
問
機
関
か
。

 

総
務
部
長  

民
主
団
体
で
あ
る
。

 

企
画
財
政
課
主
幹  

事
務
局
は
企
画
財
政
課

で
資
料
作
成
を
担
当
。
　
　

喜納 昌盛  議員

問

問問問

問

問

問問

◇
学
校
給
食
費

◇
海
外
移
住
者
子
弟
研
修

生
受
入
事
業

◇
西
原
ま
つ
り

◇
東
部
消
防
組
合

５ ４西原町議会だより　第７２号第７２号　西原町議会だより

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議
会
で
は
西
原

町
と
し
て
提
言
を
し
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

 

町
長  

サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
を
含
め
た

東
海
岸
地
域
の
発
展
は
、
県
土
の
均
衡
あ
る

沖
縄
の
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
積
極
的
に
参

画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
建
設
・
整
備
に
県

の
予
算
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
一
括
交
付
金
が
使
え
な
い
と
遅
れ
が

で
る
の
か
、
伺
う
。

 

町
長  

国
や
県
の
担
保・予
算
の
裏
付
け
は
、

基
本
的
に
は
一
括
交
付
金
と
い
う
形
に
な
る

と
思
う
。
毎
年
の
事
業
な
の
で
一
括
交
付
金

で
今
の
時
点
で
全
て
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

県
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
方
針
と
具
体
化
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
諸
制
度
の
変
更
・

導
入
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
町
は
ど
う
考

え
る
の
か
、
伺
う
。
　
　

 

建
設
部
長  

こ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
核
と
し
て
東
海
岸
地

域
全
体
の
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
土
地
利

用
な
ど
を
示
し
た
計
画
で
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

地
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。本
町
と
し
て
は
、

ホ
テ
ル
用
地
に
か
か
る
港
湾
計
画
の
変
更
協

議
や
バ
ス
セ
ン
タ
ー
用
地
に
か
か
る
都
市
計

画
用
途
地
地
域
の
変
更
な
ど
既
存
計
画
の
見

直
し
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

商
工
業
の
振
興
と
い
う
こ
と
で
、Ｎ
Ｓ

Ｂ
Ｐ「
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
と
あ
る
。

こ
の
事
業
は
町
と
し
て
実
践
し
て
き
た
事
業

だ
と
思
う
が
、
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

平
成
26
年
度
か
ら
高
校
生
の
就

業
意
識
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
結
成
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
三
重
県
や
首
都
圏
、
県
内
で

は
那
覇
空
港
や
沖
縄
国
際
映
画
祭
、
沖
縄
市

産
業
ま
つ
り
で
町
内
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
普
及
活
動
に
貢
献
し
、
町
内
企
業
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
活
動
を

通
し
て
本
門
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
触
れ
、企
画
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

り
、
地
元
企
業
を
愛
用
し
応
援
す
る
意
識
づ

く
り
を
育
て
、
本
町
の
商
工
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
町

長
の
公
約
と
違
う
と
思
う
が
。ま
た
、

敬
老
祝
金
を
縮
小
し
、
そ
の
分
で
子
育
て
支

援
に
充
て
る
べ
き
だ
。

 

町
長  

公
約
は
、
真
に
必
要
な
子
ど
も
の
世

帯
の
手
当
て
を
し
て
い
く
こ
と
。
今
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
敬
老
祝
金
の
縮
小

分
を
、子
育
て
支
援
等
に
充
て
て
い
く
予
定
。

大城 純孝  議員

問

問問

問

問

◇
平
成
29
年
度
施
政
方
針

◇
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
関

連本
町
の
マ
イ
ス
施
設
周
辺
の
土
地
利

用
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
。（
ア
）

土
地
利
用
整
備
計
画
の
区
域
の
面
積
、（
イ
）

農
地
転
用
面
積
、（
ウ
）
土
地
整
備
の
手
法
、

（
エ
）
整
備
計
画
年
度
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

見
直
し
検
討
区
域
は
、
国
道
３

２
９
号
よ
り
海
側
の
兼
久
、
小
那
覇
、
掛
保

久
の
一
部
地
域
で
約
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

農
振
農
用
地
面
積
は
約
64
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
農

地
白
地
約
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
整
備
手
法
は
土

地
区
画
整
理
事
業
の
導
入
が
前
提
。
平
成
32

年
度
ま
で
に
市
街
化
地
域
編
入
す
る
地
権
者

が
１
０
０
％
近
く
同
意
が
必
要
で
、
地
権
者

組
合
土
地
整
理
事
業
で
進
め
て
い
く
た
め
、

地
権
者
の
意
見
が
重
要
に
な
る
。

災
害
時
避
難
所
施
設
整
備
事
業
の
断

念
に
つ
い
て
。

（
ア
）
事
業
断
念
し
た
経
緯
と
理
由
、（
イ
）

予
算
執
行
額
２
，
５
６
０
万
円
の
内
訳
と
執

行
責
任
、（
ウ
）
地
域
説
明
会
の
状
況
。

 

町
長  

昨
年
12
月
に
補
正
予
算
の
一
部
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
の
事
業
展
開

が
時
間
的
に
、
物
理
的
に
極
め
て
難
し
い
。

12
月
16
日
に
副
町
長
、
部
課
長
の
意
見
交
換

を
行
い
、
12
月
20
日
の
臨
時
庁
議
で
正
式
に

事
業
廃
止
を
決
定
し
た
。
事
業
予
算
は
、
不

動
産
鑑
定
評
価
料
、
基
本
設
計
委
託
料
、
新

聞
広
告
料
、
実
施
設
計
委
託
料
、
事
業
認
定

申
請
図
書
作
成
委
託
料
、
な
ど
合
計
で
２
，

６
０
０
万
円
を
執
行
し
て
お
り
、
事
業
関
係

者
、
町
民
の
皆
様
に
大
変
お
わ
び
を
申
し
上

げ
、
そ
の
執
行
責
任
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

村
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

平
成
28
年
度
町
税
に
つ
い
て
。（
ア
）

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
の
徴
収
率
。（
イ
）滞
納
者
へ
の
督
促
件
数
。

（
ウ
）
コ
ン
ビ
ニ
納
税
で
期
限
前
に
納
金
し

た
が
督
促
状
が
あ
り
、
大
変
迷
惑
し
て
い
る

と
の
苦
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
。（
エ
）
ミ
ス
の
督
促
状
の
発
送
件
数
は
。

 

総
務
部
長  

平
成
28
年
度
２
月
末
の
徴
収
率

は
現
年
度
、
過
年
度
分
合
計
で
、
個
人
町
民

税
は 

７５
．３
％
、
法
人
町
民
税
は 

９２
．２
％
、

固
定
資
産
税 

８１
．８
％
、
軽
自
動
車
税 

９２
．

３
％
と
な
っ
て
お
り
、対
前
年
度
比
０
．９
％

の
増
と
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ

納
税
の
ミ
ス
の
督
促
状
の
発
送
は
固
定
資
産

１
，
７
１
２
件
の
う
ち
、
１
４
１
件
。

ミ
ス
の
督
促
状
発
送
に
対
す
る
ク

レ
ー
ム
処
理
は
。

 

税
務
課
長  

1
4
1
件
中
、
40
件
は
電
話
が

あ
り
、
お
詫
び
し
て
お
り
ま
す
。

 

総
務
部
長  

１
０
１
件
の
方
々
に
は
内
部
で

検
討
し
て
広
報
紙
で
お
わ
び
す
る
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

◇
コ
ン
ビ
ニ
納
税
固
定
資

産
税
督
促
状
１
４
１
件

　
誤
発
送
　
ク
レ
ー
ム
処

理
に
苦
情
あ
り
！！

大城 好弘  議員

問

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

2

2

建築後36年が経過した東部消防組合本部庁舎
払ったはずなのに督促状が・・・？ 「県ＭＩＣＥまちづくりビジョン」から

??

?


